
1 基本情報

・ 砂防に関する資料を展示すること
・ 遊学館を管理すること。
・ 利用者への便宜の供与に関すること。
・ 利用の促進に関すること。 

2 利用状況を把握するための指標 3 平成２７年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　　 　付 　　　金 －

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・さぼう遊学館は娯楽施設ではないため、ただ入館者
を増やすだけでなく、地元の方々（特に子供から若い
世代）が、土砂災害から身を守る方法などをしっかり
学べる施設となるよう努めるべき。

・土砂災害に関する専門家を説明員として配置した。

人   件   費 11,298

施設管理費 10,000

そ   の   他 0

差   　　　　　　  引 0

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 21,298

利用料金(制度導入なし) 0
Ｈ２５ 10,224

指定管理料 0
Ｈ２６ 9,925

市支出金 21,298
Ｈ２７ 7,635

支  出  計 21,298

平成２７年度指定管理者評価結果票

所     管     課 県土整備部　砂防課

評価対象期間 H27.4.1 ～　H28.3.31

指 定 管 理 者

名     称 海津市

構 成 員 　　－

所 在 地 海津市海津町高須515

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県さぼう遊学館

所 在 地 海津市南濃町奥条

H23.4.1 ～ H28.3.31
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・関係法令を遵守し、維持管理を行っている。
・来館者の満足度向上のため、説明員を配置するなどの工夫をしている。
・近隣のイベントとよく連携している。
・以上のことから、協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.4 ・危機管理対策が十分に取られている。（施設近隣への熊の出没懸念に
対するイベントの中止決定判断やその後の監視・連絡体制の充実）

経営状況 3.4 ・適正である。

派生的効果 3.4 ・近隣イベントと連携が図られている
・イベント開催時などの広報を積極的に行っていくべきでは。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.6 ・満足している。

設置目的の充足状況 3.2 ・説明員を配置するなど、来館者に配慮している。


